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天交同好會観測部月報
　　　　　　　　　　　　　太

　相攣らず全国の課員たちから貴重な報告
を受けてみる．本年一月迄の観測報告は，
既に下記の人々から入手した．
札幌下保　三口，東京水谷秀三郎氏
諏訪　三葎　勝衛氏，滋賀　木邊　成麿氏
大阪　伊達英太郎氏，神戸　改凝　香鳩氏
松lh日野　要氏，　Jll口山田　長氏
臼杵　麺井　壽i彦氏・

陽　　　課

　　太陽の黒鮎は既にウント載少して二って，
　全く無黒黒占の日が一刀には一週間以上も織
　塗した．これからモツト減るだらう．しかし

　昨年以來氣候は可なり攣調である．一月十
　五日に｛菱行された天文急報第9號を見て戴
　きたい．アボト博士の大謄な豫言がおほか
　た當ってみるらしい・　　（英　子）

流星課報告（30）
言果　長　　　小　愼　孝　二　郎　　（K：・Komak｛）

　昨年無刀及六月に於ける流里襯測数は下記の通りである．

June，　1931）

（i．ummary　fol’　．May　Lg｛

五 月 （May＞ 六 月
（June）　　－　　｝　．一　　　　　1　　…

I儲　　　　　I　　　　　l鵬i 鑑謝罪 』二陣

mights
言論鷹響 聡臨欝「灘

阪元三馬 Sk 瀟岡縣箱崎 17 990 21 7 295 5

天野　吉郎 Am 函　館　市 1 60 1 4 178 8

小棋孝二郎 K：o 和歌rh縣金屋 1 50 4 6 180 18

山田　長 Yd 山口縣小郡
1 60 5 2… 120 2

廣瀬永治郎 Hr 岐阜縣美濃 ］ 46 4 4　． 170 16

齋藤雫八郎 So 函　館　市 4 391 29 4 329 26

下保　茂 Kh 札　幌　市 4 140 7　… 5 598 52

荒米人見 Ar 倉敷天文i嚢 1 11 20 3

麻生佐七郎 Ab 大　阪　市
i
［
4［ 145 22

以下は微光流星の槻測である．

盤見幸三 Sh 京都府輻知山 4　1　125 86
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一
1．観測の概略（Dailアsummarアof　observatlons）
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況（Note　on　ApPasitions　of　S、va）n　Appasitions　of　S“rarms）

まで同流星群の出現を追跡ぜられた．
　C・六月八日のヘノレクレスp流星群
　　　　　　　（p－Herculid）

　北海道の下保君は八日夜165分に亘り観
則から20個日流星を得られたが，其の中9
固（中2個は疑はし）はヘルクレスP附近を
直射黒占としてみることが凝見された　10日
＠こはこの流星群の出現か無かった事を考
、オしば突登的のものと考へら才しる・光度は

親して微光のものであったが，強光のもの
も二三個あった．
　其他には特記すべき流星群は別になかっ

　　2．流星群の出現ue；」

五月上旬の水楓η座流星群
　　（，1－Acttiarid）

摯の月明に遭遇した爲槻胴丸
）つたが，只微光流星の聴∫
1・朝／5分間の山月から2個a
記星を見られた・鋭眼には据

A．

曝翻糠盤濃響器露語i試上
襲；輩懲灘観三三器酬も爺
もたのとよく一致してみる．同君はL）O　H頃1た．

　満月前後の月明に遭遇した爲槻測は全く
失望的であったが，只微光流星の聴見君が　　北海
5月3日の早朝／5分間の山月から2個の同船　測から

響鑑嬰られた灘に嚇服せ鷹、癬
　　B．六月のシユゾスマン流星群　　　i夜には



112 天交同好會槻測部月報

5・観測より誘導したる輻射I　rRadiant　points　derived　fronl　obser▽ations〕

雪下 日　　時 輻射二二．Rad．　pt． 「騰愚者 確　度 備考
Curr．　No．

D

Timeσ・C・T・） R．A． 1・㎞1・ 陣， α）s． Weight Remarks

1056

P057

M・ア　18・911

@　　19．88

2
3
5
1
2
1
2

■　十27

@十4り

同
　
1
ls。l
@S⊂｝ 3
4

10n　19d．10n20d
健竡~流星（s・M・）

1058 ∫une　8．91 260 十37 7 Kh 4 P－Hercu玉id

1059 10．93 248 十31 5 Kh 3 曲・・1・d留

1060 17．9） 277 十3．｛ 7 So 3 20n16d，10ni8d
1061 19．90 266 ＋51 6 Kh 4

1062

@　　’

20．96　　　r 211 ＋5ｻ 1 正．工r　　I 3 1停止流星餌）

4・観測されたる大流星（Bright　Meteors　Ob±　erved　in　May＆∫une，1931）
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　ee白井氏（臼杵）の報告．
　＋出現鮎　北3う。萸高度20。　沿滅黙北5。東高度1ガ
5fJ　6月の坂元氏の襯嚇せる火球は轟井氏の報告せるものと同一のものである。槻測よ
り推察するに出現一覧は近畿の北部の上空らしく・四阿鮎はL；131。ll　・＝＋36。附近の
海上の上空70km内外の俵である・経路の上長は400　kmに及ぶ長いものである．

　　　　　　　　　　　　　　　黄道

　力1ネギ財團で出版される我が観測部員
の観測報告の蟹理は昨年夏頃から山本博士
指導7）下に寸閑亀井稻葉古川諸氏が献身的i
努力を抑はれてるたが，一月末やうやく一
段落となり，大枚2圓δ0鍍の郵晩を梯つた小
包郵陵となって，来國ヰルソン山天文毫長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コアダムス博士の手元へ下付された．内容は「
1927年一月目ら193］年八月のものまで，総
計202枚の持子の星圖に記入されたものでi

光課
　ある．我が國アマチュア天々家たちの功績r
　が堂々と世界の檜舞i毫に乗出したわけだ1
我が叡凸部の8課の巾でも最も榮墾ある國
　際進出ぶりである・（花山ブレテン2Z7）

　，叉，一吉報！わが山本博士は今般丈部省
　から黄道光研究のため600圓の補助金を得
　られた・乱れも何れ我が課員への編音であ
　らう．（幹　部）
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彗星課　よ　り
柴　　田　　淑　　次

　1951e（Ryves）彗星前月號に此の彗
星の豫報位置を書）・たが後報によftば，其

軌道要素は次の通りである。

　　T二1931Aug，．25．9447（萬國日＄）

輯騰1｝（1・31・・）

　　log　q＝8．87042

　此の勉物線軌道要素は今迄の襯測の総べ

てに約21以下の程度で合ふ．前々月號に報

じたL・0・B・438に於けるDr・Bowerの双

曲線軌道要素及び其れより計算した予報位

置によると此の彗星は．1930年の10月9・日

に木星に13，000，0‘｝0哩迄近づく事以外に

同じく1930年の初秋に冥王星にも近づいて

見える事になる・故に冥王星の襯測の目的

に撮られた乾板に或は1比彗星の’像があるや

も知れず．Pr・f，　Cr・mmelinは一般に注意

を促がして居る・叉目下，M・Davidson氏

は木星tcよる撮動を計算：して居るさうだ．

（以上．Obs．　No．69，　1）最近登表された観測

はi欠の如し・

　1931萬目時　赤経　　赤緯　　O－C
　l2月12．2210h　22．m4十2049！一〇・m3十2！

　　　　槻二者　P．B・urge・is・

　此中，堅甲位置は1931．0のもので，0－C

帥ち観測と豫報位置との差の中一〇・m3とは

赤脛の差であり・＋2ノとは赤緯：の差を示す・

此オ．しから此の罪な形式で屡々」此慮へ書き示

すかも知れないから，よく諒解して置いて

戴き唱い．因みに，此の二合の豫報位置と

は，前月號に報じたものを指す．観測者の

P．Bourgeoisと云ふ人は・シアのUccle天
丈皇に居る人である・（以上B・Z．Nr．42）．

次に此彗星の光度につ）・て書き示さう．

Van　Biesbroeck　氏は昨年11月18日に例の

24吋の大望遠鏡で此彗星を撮影したさ．うだ

が，其れによると，非常にボンヤリしたコ

マが有って，其直物は5ノばかりあったさう

だ．其して中心に向っていくらか密集して

居る．全膣の光度は，大膿14・5等位であっ

た．（以上．P・A・1931・Dec・）・我々の花山天

文塁では，今年になって私が一度撮影した．

去る1月5日の朝自用の25cmE3・8の反射

鏡で1時間20分曝齢したが・其乾板の中心

に近くかすかに爲って居た・其位翫具掟は

チト困難であるので，其の位置は未だ測定

して居ない．

　從って，前月號の豫報位置との0－C．も

≡欠號に｛綬表しやう．

　光度は全膿まとめて約15・5等位であら

う・乱座は約2！或は3！位ある．以上でもわ

かる通り，此彗星は目下非常に光度淡く一

般素人の観測は勿論專門家の眼親観測も困

難である．今後の槻測は段々困難になる・

　1951・b（Nagata）彗塁A・C・D・Croni－

melin氏はC．　Davids　n氏の昨年10刀の槻測

とWilsonllTの8月20日及び7月18日の襯測

より次の楕圓軌道を得た・

　　T二193工June11．64514（萬國日寺）

　　ω＝319⊃57／　24！！4

1三／11｝1鞘（馴

　　Iog　q＝O．0190724

　　P＝267．476年

　此の周期の憤は撒年の差で不禰宜である

が，最も頃合ひなものであらう．〈Obs．　No

691）．」又EE．　Seagrave氏は昨年7月23日，

8月5日，8月31日の観測より次の楷圓軌道

要素を出した・

　　T二19316月10．82183（萬國H寺…）

讐欝灘13｝（・931・・）

　　（；　L＝　1，032123

　　e：一：O，934761

　　a＝　15．8．95

　　P＝62．9261年

　（以上P・A，1931Dec・）・併しCrommelin

氏は此の周期はチト短かすぎると云って居

る．一揖は此彗星は西暦574年と1092年と

に現はれた彗星を除けば，他に此彗星に一

致するものは見あたらないとも云って居る

（Obs・691）前號に出したDr・S皿ileyの軌

道要素より計算した豫報位置のO－Cは，昨
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年11月17日におv・て，赤経＋40s赤緯一〇・4ノ

である・此の彗星の外観の後報は11月17日

のVan　Biesbroeck氏の襯測によれば，30”

ばかりの直径を持つた，丸）・Nehulosityで

やはり申心に密集して居る・其光度は，地

雫線に近かったので確かな事は解らないけ

れど大照に12等；位であった・併し10月rc見

られた檬な急劇なる光度の攣化は見られな

かった．其後の花山天文豪の親測はない・

此彗星は，段々，光度は淡くなって行く，が，

襯測に都合のよい位置に当るから，今後藪
ケ月間槻測されるであらう・（以上P・　A・19

31　Dec．）

　Grigg・Skjellerup彗星今年蹄伍する
ものエーつである．M．　Davidson氏は1927

年より1932年迄の木星による撮動を計算し

て次の軌道要素を登表して居る．

　　T；＝1932　5月18．796．

轡鎌『｝脚）

　　ip＝　43　39　37．6

　　10g　e，　＝＝　9，　．95827

　　P二5．0253年

　此れ’より二二位置を出せば次の通り．

萬鴨輩灘　辮齢繍
3月15日

　19日

　23日

　27日

　31日

4月4日
　　8日

　12日
　16日

　20日

　24日

　28日

5h36、m4南3。41！

　　39．7　2　54’

　　44．0　2　4
　　48，9　1　10

　　54．0　014
6 1．1

8．1

16，1

24．9

34．8

44，3－

55．5

北⑪41
1　09，

2　40

3　40

4　48

6　3
7　24

9．9，　238

9．9176

9．　．9107

9．9028

9．8938

9．8835

9．8717

9．8584

9．　．8433

9．　．8　2　6　3

9．　．8　0，R）　3，

9，　．7879

　もし近B卜占通過を1日渥らして5月19・795

とすれば其豫報位置の修正は次の如し．

　　　　　赤経

3月15日一〇．m6
4）ヨ16日　　一1・　8

　　　地球よりの赤緯
　　　距離（封籔）

十〇〇16i　o．eesg

－0　27　e．0138

光度は低v・だらうが目下夕暮の計測に好都

合である．

　Kopff彗星　此れも今年鰭來するものs
・一・ ﾂである．ER・Cripps氏は木星の動乱
計算の結果次の軌置要素を登表して居る・

　　Td932年8月20．324（萬國時）

頭隠劉・一・）

　　log　q＝O，2L7360

　　P＝6．55373年

近日口占通過輩8月16・0とずれば次の位置

に見える筈．

劇論Oh耀　辮欝～蜀
3月1日
　　9日

　17日
　25日
4月2日

　10日

　18日

　26日

15h15．m3　一27033！　O．2497

15　24，1　28　19　O．2171

15　31．8　28　58　O，1834

15　38．4　29　31　O，1491
15　43．4　　　　29　54　　0，1工43

15　46．7　30　9　O．0797

15　48，1　30　1e　O．0458

15　47．6　一29　58　O．0138

　叉近日黒占逓過を8月24・0とせば其豫報位

置修正値は次の通り

　　　　　　撫　雨眉郵
　3月9日　一16，ni7　十30ノ　　十〇・0001

　4月2日一2214　十33，　十〇・0015
　　26日　　一28．　9　　十　46！　　　　十〇・0072

　故に此彗星も夜牛後の観測に好都合であ
る．（以上B．A．　A．　Handbook　1932）

Tempel・Swift彗星・Schorr彗星・Wolf

第二彗星　　此等も其豫報位置を揚げる筈

なるも紙藪の都合上來月に延ばす，叉，

Neujmin彗星Schwassmann」Waohm－
ann（192511）彗星等現今見えて居るが
其等についても來月蝕にまはす，

　調者諸氏に　此彗星だよりは，少し專門

的に走る傾向がありますから，若し此丈旬

の中で，御解りにならな）・所や他に御希望

がありましたら，花山天交感内柴田淑次宛

御遠慮なく御申越し下さい．
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／ 学 課

〔一　　　言果　　　員　　　　よ　　　　　り　〕

　自作の赤道儀でシャープな爲眞が出來ましたから御逸り致します御批評下さい・

　極軸の正確安定を期す爲め英國式赤道儀にヒントを得長さ2米突約12糎角の細長）・

箱檬のもの覇端に自車舗車軸を．正確rc取付けヲームギヤを組合せ蓄音機にてmp・一ng一　＄

せました．

　篇眞レンズは口樫33粍焦鮎距離15糎のツァイステツサーで廣）・星野が得られます，

軍レンズの口樫75粍焦黒占800粍を試験的に取付けて3〔〕分露出して見ましたが思ったよ

順い窩眞が出來ました・軍レンズeま眼親驚占よ礁黒1唖離のEO分の1内に乾板を置

かねばならぬとの中村先生は云って居られましたがなるほどと思ひました・

　テツサ・・LはF4．5ですが流星が彫りました．

東　京 佐　　川　　源　　治
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　　The　Nautical　Almanacs，　N　928及互929年一無代進呈一

　．グリニチ天文藁の航海暦であります．御希望の方は會員に限り無代進呈致

しますづ会料は實費申受けます．申込は必ず佐復嚢書にて，部数僅少に付き

至急御申込み下さい．　　　　　　　　　　　　（天丈厨好會事務室）


